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【共催】　グローバル・イッシューズ総合研究所／一般財団法人尾崎行雄記念財団

【協力】　株式会社産経デジタル「iRONNA」／株式会社近代消防社
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【日時】　２０２０年 １月 ２１日（火）午後６時～８時　（受付午後５時３０分～）
【会場】　憲政記念館　第２会議室 （千代田区永田町1-1-1／国会正面向側）
　　　　　※地下鉄など公共の交通機関をご利用ください（丸の内線「国会議事堂前」／半蔵門線「永田町」）
【参加費】　２,０００円 （当日受付にてお支払ください。）　


本紙をＦＡＸ ０３-３５８１-１８５６ または、お名前・ご所属・電話番号をメール（info@ozakiyukio.jp）して下さい。（一般財団法人尾崎行雄記念財団）
阪神大震災と地下鉄サリン事件から25年


―あの時、何が起こったか？あれから何が変わったか？―





2020年は阪神大震災と地下鉄サリン事件から25年目になります。そこで各事案に対応した当時の自衛隊高官の方々による特別パネルディスカッションを行い、あの時に何が起こったか？その後に日本の危機管理は改善されたのか？未だに改善されていない部分は、どこか？―等を浮き彫りにしてみたいと思います。貴重な機会ですので多くの方々のご参加をお待ち申し上げております。
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松島悠佐（まつしま・ゆうすけ）氏


1939年福岡県生れ。防衛大学校第5期生。陸上自衛隊入隊。西ドイツ防衛駐在官、陸上幕僚監部防衛部長、第8師団長（第17代）、中部方面総監（第19代）。中部方面総監在任中に発生した阪神淡路大震災において迅速な対処を行い、被害の局限に貢献した。退官後は、軍事評論家として活躍する一方、防災関連の著書を多く執筆。瑞宝中綬章を受章。





濵田昌彦（はまだ・まさひこ）氏


1956年山口県生まれ。1980年陸上自衛隊入隊。化学兵器防護、放射線防護分野で活躍。化学学校研究員、教官、教育部長、陸幕化学室長等を歴任。1999年から2002年まで、オランダ防衛駐在官兼OPCW日本代表団長代行。2013年に化学学校副校長を最後に退官。元陸将捕。退官後は重松製作所主任研究員、またCBRN防護アドバイザーとして講演、執筆も。





(フリガナ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご所属（お肩書など）


お名前





お電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ファックスまたはメールでお申込み頂いた時点で受付完了となり、当方から確認の連絡は致しません。急遽中止など緊急の場合のみご連絡致します。ご了承ください。
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